
                         

                         

社 

頭 

所 

感 

天
祖
神
社
宮
司 

齊
藤
泰
之 

初
秋
の
候
、
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
当
神
社
の
維
持
運
営
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜

り
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
今
年
の
蛇
窪
祭
で
は
、
当
神
社
の
創
建
の
史

実
に
あ
る
「
雨
乞
い
」
に
縁
の
あ
る
、
大
田
区
「
厳
正

寺 

水
止
舞
」(

東
京
都
無
形
民
俗
文
化
財)

が
、
境
内

の
舞
台
で
披
露
さ
れ
ま
す
。
雨
乞
い
か
ら
６
９
４
年
が

経
ち
、
歴
史
的
瞬
間
で
す
。 

さ
ら
に
今
年
の
蛇
窪
祭
で
は
、
山
口
県
岩
国
市
よ
り

国
の
天
然
記
念
物
「
岩
国
の
白
蛇
」
、
ま
た
群
馬
県
沼
田

市
の
老
神
温
泉
よ
り
「
大
蛇
み
こ
し
」
を
ご
招
待
し
て
、

「
白
蛇
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

（
詳
細
別
途
掲
載
） 

今
回
の
御
縁
は
神
が
か
り
と
い
う
言
葉
が
ピ
タ
リ
と
当

て
は
ま
る
も
の
で
、
去
る
２
月
２
日
に
老
神
温
泉
の
皆

様
が
当
神
社
に
ご
参
拝
に
な
ら
れ
、
そ
の
翌
日
２
月
３

日
に
岩
国
の
白
蛇
保
存
会
の
皆
様
が
ご
参
拝
さ
れ
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。 

神
様
と
の
御
縁
と
い
う
も
の
は
時
に
私
た
ち
の
想
像
を

超
え
る
こ
と
が
起
こ
る
も
の
で
す
。
私
も
今
回
身
を
も

っ
て
体
験
で
き
た
気
が
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
御
縁
を
頂
き
お
祭
り
が
行

え
る
事
を
、
役
員
総
代
様
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
の
皆

様
に
心
よ
り
喜
び
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
年
の
蛇
窪
祭
が
天
候
に
恵
ま
れ
恙
な
く
執
り
行
わ

れ
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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上神明 
 

厳正寺 水止舞 



秋
祭
り
を
迎
え
て 

 
 
 
 
 

 
 
 

氏
子
総
代
会
会
長 

草
柳
洋
一 

 

秋
祭
り
を
迎
え
る
候
と
な
り
ま
し
た
。
残
暑
の
中
に

い
つ
し
か
蝉
時
雨
が
消
え
、
吹
く
風
や
た
な
び
く
雲
が

秋
の
気
配
を
運
ん
で
来
ま
す
。
氏
子
の
皆
様
に
は
、
日

頃
は
何
か
と
神
社
の
行
事
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
こ

と
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
七
月
に
は
、
宮

司
様
の
長
年
に
渡
る
並
々
な
ら
ぬ
御
努
力
で
、
都
営
浅

草
線
で
め
ぐ
る
、
開
運
八
社
の
「
東
京
福
め
ぐ
り
」
が

始
ま
り
ま
し
た
。
浅
草
神
社
を
は
じ
め
格
式
高
い
御
祭

神
に
開
運
を
求
め
て
、
文
化
と
歴
史
を
知
り
、
憩
い
と

安
ら
ぎ
の
散
策
を
、
ぜ
ひ
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。 

 

秋
祭
り
に
は
、「
し
ろ
へ
び
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
し
な
が
わ
」

が
企
画
さ
れ
て
、
群
馬
県
老
神
温
泉
か
ら
「
大
蛇
み
こ

し
」
の
モ
デ
ル
が
招
聘
さ
れ
、
山
口
県
岩
国
市
か
ら
「
天

然
記
念
物
し
ろ
へ
び
」
が
招
聘
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
は
、

老
神
温
泉
、
岩
国
市
、
品
川
区
観
光
協
会
の
御
後
援
と

東
京
急
行
電
鉄
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 

当
日
は
ス
ネ
ー
ク
パ
レ
ー
ド
が
大
原
小
学
校
か
ら
上

神
明
小
学
校
ま
で
行
わ
れ
、
し
ろ
へ
び
仮
装
大
会
も
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
氏
子
の
皆
様
が
、
秋
祭
り
を

心
行
く
ま
で
楽
し
ま
れ
て
、
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
き
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

 

今
年
は
、
八
月
に
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
ブ
ラ
ジ
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
競
技
と
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
祭
典
が
私
達
に
多
く
の
感
動
と
勇
気
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
御
祭
が
人
間
の
活
力
と
勇
気
を

ど
れ
だ
け
引
き
出
し
て
く
れ
る
か
を
改
め
て
知
り
ま
し

た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
新
た
な
活
力
や
革
新
が

生
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

秋
祭
り
に
は
、
毎
年
、
町
会
は
じ
め
多
く
の
方
々
の

御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
当
日
が
天
候
に
恵
ま
れ
ま
す
こ
と
、
そ
し
て
、
皆

様
が
御
清
祥
で
あ
ら
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
致
し

ま
す
。 

例
大
祭
行
事
日
程 

九
月
十
六
日(

金)

午
後
九
時 

 
 

十
七
日(

土)

午
前
中 

 
 
 
 
 
 
 

午
後
三
時 

  
 

  
 
 
 
 
 
 

午
後
三
時
二
十
分 

     
 
 
 
 
 
 

午
後
三
時
四
五
分 

  
 
 
 
 
 
 

午
後
四
時 

  
 
 
 
 
 
 

午
後
七
時 

   
 

十
八
日(

日)

午
前
十
時
三
十
分 

午
後
二
時
三
〇
分 

  

午
後
五
時 

  
 

午
後
六
時
四
五
分 

 

午
後
七
時 

                    

し
ろ
へ
び
サ
ミ
ッ
ト 

 
 
 
 

ｉ
ｎ
し
な
が
わ 

九
月
十
七
日(

土)

・
十
八(

日) 

                     

同
時
開
催 

 

 

群
馬
県
老
神
温
泉
・
山
口
県
岩
国
市
白
蛇
保
存

会
・
品
川
観
光
協
会
の
三
自
治
体
が
参
加
。
白
蛇

保
存
会
で
は
、
天
然
記
念
物
で
あ
る
白
蛇
の
抜
殻

を
御
守
に
し
た
「
金
運
招
福
守
」
が
販
売
さ
れ
、

群
馬
県
沼
田
市
の
農
産
物
。
そ
し
て
品
川
区
か
ら

は
、
御
菓
子
司 

越
路
「
へ
び
ま
ん
」
等
の
販
売
が

行
わ
れ
ま
す
。 

神
輿
神
霊
遷
し 

五
町
会
神
酒
所
祓 

大
原
児
童
セ
ン
タ
ー 

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル 

「
ス
パ
イ
ラ
ル
」 

（
大
鳥
居
前
路
上
） 

冨
士
見
台
児
童
セ
ン
タ
ー 

イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト 

サ
ー
ク
ル 

「
オ
ー
キ
ッ
ズ
」 

（
大
鳥
居
前
路
上
） 

上
神
明
小
学
校
鼓
笛
隊 

（
神
社
舞
台
） 

冨
士
見
台
中
吹
奏
楽
部 

（
神
社
舞
台
） 

五
町
会
婦
人
部
に
よ
る 

奉
納
演
芸
大
会 

（
神
社
舞
台
） 

蛇
窪
祭
式
典
執
行 

厳
正
寺
水
止
舞 

 

都
無
形
民
俗
文
化
財 

（
神
社
舞
台
） 

深
川
富
岡
八
幡
葵
太
鼓 

奉
納
演
奏 

「
神
々
へ
の
響
き
」 

（
神
社
舞
台
） 

浦
安
の
舞
奉
奏 

（
神
社
舞
台
） 

五
町
会
婦
人
部
に
よ
る 

奉
納
演
芸
大
会 

（
神
社
舞
台
） 

夜
店
と
杜も

り

の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン 

十
七
日(

土)

・
十
八(
日)
開
催 

午
後
０
時
～
９
時
迄 

 

《
神
社
境
内
に
て
飲
食
所
設
置
》 

パ
レ
ー
ド 

＆

み
こ
し 

(

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
子
ど
も
み
こ
し) 

日 

時:

九
月
十
七
日(

土) 

十
六
時
～
十
七
時
ご
ろ 

受 

付:

大 

原 

小 

学 

校 

 
 

 

十
五
時
半
～
十
五
時
四
五
分
迄 

※
詳
細
はFacebook

を
ご
覧
下
さ
い 

 
 

「
蛇
窪
の
く
ぼ
っ
ち
」
で
検
索 

天
然
記
念
物  

展
示 

時 

間:

十
二
時
～
十
七
時 

会 

場:

上
神
明
天
祖
神
社
境
内
に
て 



奉
納
演
芸
に
つ
い
て 

 
 

各
町
婦
人
部
長
様
の
お
言
葉 

 

い
よ
い
よ
秋
祭
り
の
季
節
で
す
。
毎
年
祭
り
の
お
世

話
と
神
社
の
演
芸
大
会
の
た
め
に
ご
苦
労
な
さ
っ
て
お

ら
れ
る
婦
人
部
長
様
よ
り
一
言
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

― 

熱
い
お
祭
り
に 

― 
 
 
 
 
 
 

豊
町
五
丁
目
婦
人
部
長 

山
村 

一
子 

 

こ
の
夏
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
沢
山
の
感
動
を
も
ら

え
た
楽
し
い
夏
で
し
た
。
世
界
中
の
人
が
見
守
る
中
、

競
い
あ
う
選
手
の
姿
は
大
変
す
ば
ら
し
か
っ
た
で
す
。 

 

今
年
も
皆
様
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
例
大
祭
が
、
ま

も
な
く
行
わ
れ
ま
す
。
奉
納
演
芸
大
会
に
参
加
い
た
だ

け
る
方
々
も
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
よ
う
に
努
力
さ

れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

そ
の
成
果
を
発
揮
で
き
る
舞
台
と
な
る
よ
う
私
も
精

一
杯
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

皆
様
に
は
、
神
社
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
負
け
な
い
よ
う
な
声
援
を
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

是
非
大
勢
の
方
々
の
参
加
で
奉
納
演
芸
大
会
が
盛
り

上
が
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

― 

例
大
祭
に
む
け
て 

― 
 
 
 
 
 
 

豊
町
六
丁
目
婦
人
部
長 

小
宮 

佳
美 

 

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
わ
る
と

新
学
期
も
始
ま
り
、
い
よ
い
よ
例
大
祭
が
近
付
い
て
ま

い
り
ま
す
。 

 

残
念
な
こ
と
に
私
は
子
供
の
頃
に
お
祭
り
に
行
っ
た

事
が
な
く
思
い
出
が
一
つ
も
な
い
の
で
す
が
、
我
が
子

を
観
察
し
て
お
り
ま
す
と
、
や
は
り
お
祭
り
は
楽
し
み

な
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
何
や
ら
ソ

ワ
ソ
ワ
し
た
様
子
で
す
。 

 

子
ど
も
達
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
は
勿
論
の
こ
と
、

大
人
達
に
と
っ
て
も
地
域
交
流
を
深
め
る
素
晴
し
い
機

会
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

私
は
昨
年
度
ま
で
上
神
明
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と

し
て
例
大
祭
に
お
け
る
子
ど
も
達
の
見
守
り
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
町
会
の
婦
人
部
と
し
て
、

地
域
の
皆
様
が
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
せ
る
よ
う
お
手

伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

今
年
も
皆
で
楽
し
い
お
祭
り
に
し
ま
し
ょ
う
！ 

 

― 

祭
り
を
迎
え
る
に
当
た
り 

― 

戸
越
六
丁
目
婦
人
部
長 

井
渕 

良
子 

 

毎
日
残
暑
と
言
う
よ
り
、
酷
暑
の
日
が
続
き
、
又
局

地
的
な
豪
雨
が
、
日
本
と
言
わ
ず
世
界
中
に
起
き
て
い

ま
す
。
水
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
は
、
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
又
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
日
本

選
手
の
活
躍
が
見
ら
れ
、
メ
ダ
ル
の
数
も
最
大
に
取
る

事
が
出
来
た
の
は
、
日
本
に
と
っ
て
も
喜
ば
し
く
明
る

い
ニ
ュ
ー
ス
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

今
年
も
例
大
祭
の
季
節
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

各
町
会
で
の
神
輿
、
山
車
、
太
鼓
の
音
。
町
中
が
一
層

賑
や
か
に
な
っ
て
参
り
ま
す
。 

 

今
年
初
め
て
、
し
ろ
へ
び
サ
ミ
ッ
ト
「
し
ろ
へ
び
大

蛇
み
こ
し
」
が
出
る
様
。
大
勢
の
子
供
達
が
参
加
す
る

こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

夜
は
奉
納
演
芸
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
近
年
、
少
子

化
の
影
響
で
踊
り
子
が
少
な
く
苦
労
し
て
お
り
ま
す
。 

 

天
候
に
恵
ま
れ
無
事
に
例
大
祭
が
終
了
で
き
ま
す
様

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

― 

例
大
祭
に
向
け
て 

― 

 
 
 

二
葉
三
丁
目
婦
人
部
長 

深
津 

範
子 

 

な
ん
と
か
厳
し
い
暑
さ
を
乗
り
越
え
て
も
各
地
で
起

き
て
い
る
自
然
災
害
に
、
そ
の
内
こ
の
地
に
も
と
不
安

を
感
じ
る
此
の
頃
で
す
。 

 

そ
れ
で
も
移
り
ゆ
く
季
節
に
、
夕
べ
の
心
地
好
い
風

が
ほ
っ
と
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
ど
こ
か
ら
か
「
お
祭
り

の
時
期
だ
ね
」
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
誰
も
が
、

自
然
と
心
に
残
る
お
祭
り
が
、
大
人
に
な
っ
て
も
変
わ

ら
な
い
で
懐
か
し
く
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
は
白
蛇
伝
説
の
ゆ
か
り
の
地
と
あ
っ
て
、
地
域

の
活
性
化
と
謳
い
、
さ
ら
に
賑
や
か
に
例
大
祭
が
盛
り

上
が
る
事
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
年
に
一
度
の
お
祭
り

に
よ
っ
て
、
地
元
の
人
達
の
絆
が
深
め
ら
れ
元
気
に
繋

が
る
事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
盛
り
上
げ
の
一
役
を
担
う
奉
納
演
芸
の
出
演

者
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
も
老

若
男
女
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
頂
け
る
事
を
祈
っ
て
お
り

ま
す
。 

 

― 

例
大
祭
へ
の
思
い 

― 

二
葉
四
丁
目
婦
人
部
長 

白
岩 

恵
波 

 

厳
し
い
暑
さ
も
少
し
落
ち
着
き
、
秋
の
気
配
を
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

小
さ
な
頃
か
ら
、
町
内
で
祭
囃
子
が
聞
こ
え
る
と
学

校
か
ら
急
い
で
帰
り
、
浴
衣
を
着
せ
て
も
ら
い
、
ワ
ク

ワ
ク
し
な
が
ら
天
祖
神
社
に
向
っ
た
も
の
で
す
。 

 

御
神
輿
、
山
車
、
奉
納
演
芸
と
沢
山
の
方
々
の
お
力

添
え
を
頂
き
な
が
ら
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
楽
し
い
例
大
祭

に
な
り
ま
す
よ
う
、
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂

き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

 

奉
納
演
芸
大
会
に
、
日
頃
よ
り
練
習
を
積
み
出
演
し

て
く
だ
さ
る
方
々
、
先
生
方
、
お
手
伝
い
下
さ
る
方
々

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

天
候
に
恵
ま
れ
、
皆
様
の
楽
し
い
思
い
出
に
残
る
例

大
祭
が
、
無
事
に
行
わ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。 



   

 
      

            

各
地
区
敬
老
ク
ラ
ブ
の
境
内
清
掃
奉
仕 

毎
月
十
日
は
各
地
区
敬
老
ク
ラ
ブ
の
方
々
に
よ
る
境

内
清
掃
奉
仕
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
誠
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

七
月
十
日
御
奉
仕
の
方
々
の
ご
芳
名 

 

西
大
井
六
丁
目 

上
原
美
津
子
様
、
福
村 

信
子
様 

豊
町
六
丁
目 

 

平
澤 

晴
雄
様
、
山
本
正
一
郎
様 

戸
越
六
丁
目 

 

角
木
千
鶴
子
様
、
長
倉 

康
子
様 

二
葉
三
丁
目 

 

渋
井 

ミ
ツ
様
、
中
島 

千
恵
様 

豊
町
五
丁
目 

 

皆
川
ア
イ
子
様
、
礒 

 

康
江
様 

茨
城
県
日
立
市 

長
峰 

典
男
様 

「
撫
で
白
蛇
」
建
立 

 

二
葉
四
丁
目
、
Ｙ
・
Ｋ
・
Ｎ
株
式
会
社
様
よ
り
、
こ

の
度
「
撫
で
白
蛇
」
の
御
奉
納
を
賜
り
ま
し
た
。 

 

二
匹
の
白
蛇
が
玉
を
包
み
こ
む
よ
う
に
巻
き
つ
き
、

大
変
立
派
な
石
像
が
弁
天
社
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
彫

刻
家 

吉
村
サ
カ
オ
氏
に
よ
る
製
作
で
す
。
屋
根
は
同
社

代
表
取
締
役 

法
月
嗣
朗
様
よ
り
御
奉
納
を
賜
り
ま
し

た
。
Ｙ
・
Ｋ
・
Ｎ
株
式
会
社
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
の
ご
繁
栄
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
九
月
一
日

に
奉
告
祭
並
び
に
お
披
露
目
が
行
わ
れ
ま
す
。 

                           

初 

宮 

参 

り 

 

平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
七
日
か
ら
八
月
二
十
日
迄

に
、
初
宮
参
り
に
当
社
を
ご
参
拝
な
さ
れ
た
方
々
の
ご

芳
名
を
列
記
し
、
蛇
窪
大
明
神
の
ご
加
護
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

幡
鎌 

暁 

く
ん 

 
 
 
 
 

木
村 

晴 

く
ん 

篠
竹
亮
汰 

く
ん 

 
 
 

安
田
優
音 

く
ん 

千
葉
蒼
大 

く
ん 

 
 
 

海
老
原
遙
香 

ち
ゃ
ん 

中
澤
和
喜 

く
ん 

 
 
 

橋
場
大
青 

く
ん 

信
田
十
和 

ち
ゃ
ん 

 
 

小
森
琴
羽 

ち
ゃ
ん 

山
川
大
智 

く
ん 

 
 
 

直
野
茉
帆
子 

ち
ゃ
ん 

 

織
辺
瑚
都
ち
ゃ
ん 

                       

〒
一
四
二
―
○
○
四
三 

東
京
都
品
川
区
二
葉
四
―
四
―
十
二 

天
祖
神
社
々
務
所 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

○
三(

三
七
八
二)

一
七
一
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

○
三(

三
七
八
二)

一
七
一
一 

http://www.

蛇
窪.jp 

巫 
女 
舞  

教 

室 
～ 
受
講
生
募
集 

～ 
 

当
社
社
務
所
に
て
、
巫
女
舞
の
講
習
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。 

 

対 

照 
:
 

小
学
校
四
年
生
～
高
校
生(

女
子)

 

講
習
料 

:
 

無 

料 

 

例
大
祭
奉
納
舞
と
し
て
、
舞
台
に
て
浦
安
舞
を
行

い
ま
す
。 

参
加
希
望
の
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。 

月 

次 

祭 
 

毎
月
一
日
午
前
七
時
よ
り
、
そ
の
月
の
氏
子
の
皆
様

の
家
内
安
全
を
祈
る
月
次
祭
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

当
日
は
御
神
前
に
て
祭
儀
を
厳
修
し
参
列
者
一
同

で
「
大
祓
詞
」
を
奉
唱
し
、
玉
串
を
捧
げ
ま
す
。
式
典

後
、
社
務
所
に
て
「
朝
粥
」
を
食
し
歓
談
い
た
し
ま
す
。 

 ★
七
月
一
日
に
参
列
な
さ
っ
た
方
々
の
ご
芳
名 

草
柳
洋
一
様
、
礒 

昭
夫
様
、
佐
藤
武
利
様
、 

千
葉
信
昭
様
、
冨
田
登
美
子
様
、
青
柳
富
子
様
、 

川
瀬
次
夫
様
、
井
渕
良
子
様
、
吉
田
あ
つ
み
様
、 

髙
須
み
ち
よ
様
、
齊
藤
雪
乃
様
、
齊
藤
徳
之
進
様
、 

工
藤
秋
光
様 

★
八
月
一
日
に
参
列
な
さ
っ
た
方
々
の
ご
芳
名 

草
柳
洋
一
様
、
礒 

昭
夫
様
、
谷
川 

寛
様
、 

髙
須
み
ち
よ
様
、
金
子 

操
様
、
柴
田
よ
し
子
様
、 

青
柳
富
子
様
、
柴
田
光
伸
様
、
千
葉
信
昭
様
、 

井
渕
良
子
様
、
吉
田
あ
つ
み
、
工
藤
秋
光
様
、 

齊
藤
徳
之
進
様
、
齊
藤
雪
乃
様 

老神温泉 
大蛇こどもみこし 


